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１ 件 名  

地方創生推進交付金の交付対象事業の決定（平成30年度第2回）について 

２ 内 容  

地方創生推進交付金は、地方版総合戦略の本格的な推進に向け、地方創生の深化

のために平成 28 年度に創設されたもので、「地方版総合戦略」に位置付けられた地

方公共団体の自主的・主体的な取組で、先導的な事業が支援対象となっています。 

岡山市が内閣府へ提案しておりました下記の事業が、8 月 3 日に交付対象事業（先

駆タイプ）に決定されたのでお知らせします。 

なお、今回の交付対象事業における特徴的な取組事例として、内閣府地方創生推

進事務局から紹介されていることを申し添えます。 

○交付対象事業の概要 

・事 業 名  まちの持続可能な開発を実現する真の生涯活躍のまちづくり 

・事業期間  平成 30 年度から平成 34 年度 

・全体事業費（概算額） 約７億円 

・補 助 率  1/2 

【資料】 

○地方創生推進交付金の交付事業の決定（平成30年度第2回）について（抜粋） 

○まちの持続可能な開発を実現する真の生涯活躍のまちづくり事業概要 
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「健康になる生活がすぐそこにあるまち」と、「年齢・性別・抱えている課題を問わず誰もが生き
がいを持って働くことができるまち」を実現して、次の効果を生み出し、まちの持続性を高める。
① 社会保障費の抑制による企業や市民の経済的負担軽減
② 地域活動や企業活動の担い手の確保
これらの実現を図る中で、経済活性化の効果も生み出していく。

岡山市の取組の方向性

健康施策の取組 ヘルスケア産業施策の取組 雇用・就業施策の取組

ＡＩを活用した
健康見える化事業

ＳＩＢを活用した
健康ポイント事業

ＳＩＢを活用した
生涯活躍就労支援事業

①ＡＩによる将来健康リスク予測

（健診データやレセプトデータを活用して
将来の疾病リスクをＡＩが解析）

②一人一人に合ったメニュー提示

（個別性の高い具体的な生活習慣改善メ
ニューをＡＩが提示）

③ヘルスプランによる保健指導

（生活習慣改善プランとしてハイリスク・ミ
ドルリスク者の生活習慣改善を促す）

①出資・融資を用いた柔軟な支援

（ＳＩＢ手法によって柔軟かつ成果に連動し
た資金利用を可能とし、企業の新メニュー
の創出促進・充実）

②市民の健康メニュー利用促進

（個人へのポイント付与、企業として参加
する際のインセンティブ付与で利用促進）

③社会的課題としての健康増進

（ＳＩＢ手法を活用することで、健康増進を
社会的課題として取り組む動きができる）

①出資・融資を用いた柔軟な支援

（ＳＩＢ手法によって柔軟かつ成果に連動し
た資金利用が可能になり質の高い就労支
援サービスを創出）

②高齢者、多様な人材の活用

（高齢者の就労に加え、様々な課題を抱
えた人（がん患者等）の就労支援を行う）

③社会的課題としての就労支援

（ＳＩＢ手法を活用することで、就労支援を
社会的課題として取り組む動きができる）

岡山市の地方創生（真の生涯活躍のまちづくり）



（参考）交付対象事業の概要
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• 市民の生活に密着しているフィットネスクラブや飲食店、スーパー等のうち、健康づくりに積極的に取り組み市民の生
活を身近でサポートしているヘルスケア関連企業が、SIB手法による柔軟な民間資金を活用し、健康状態の改善に効
果があり企業の事業収益が見込める生活習慣改善メニューを豊富に提供する。

• これにより、歩くことだけでなく、市民の身の回りに健康になるメニュー（「運動」「食生活・栄養」「社会参加」等の取組
み）や提供する企業が豊富にある環境をつくる。

• 市民がこれらの健康になるメニューを率先して利用するよう、インセンティブを付与する。加えて、「健康経営」への関
心が薄かった企業の意識変容と、企業として従業員の健康づくりの取組みを推進していくため、企業単位での参加を
促し、率先して従業員を参加させた企業にもインセンティブを付与する。

• ヘルスケア関連産業を具体的に健康づくり事業で活用することで、市民の健康づくりや健康経営の推進のみならず
ヘルスケア関連産業の推進も図られる。

• BMIの改善、健康づくりの習慣化等を成果指標として評価し、その成果に応じた行政予算を執行する。

• 民間の就労支援機関、高齢者の就労支援と福祉サービスを提供する社会福祉協議会、ひとり親などの対象者別に
専門的な支援をするNPO等によるコンソーシアムが課題を抱えた人の就労支援をワンストップで行う。

• ワンストップの支援体制が、利用者の状況をアセスメントして必要な支援メニューとのマッチングを行う。
• 民間の就労支援機関は、キャリアの棚卸しや、労働条件の調整などで就労に結びつけるが、社会福祉協議会やNPO
は生活環境の立て直し支援と就労支援をセットで行うことで就労可能にしていく。

• 雇用先については、地元の中小企業等に対して高齢者等の雇用促進について働きかけを行い、意識の変容、労働
条件の見直しを求めていく。

• 就労・社会参加につなげた高齢者や課題を抱えた人の数、雇用した企業数等を成果指標として評価し、その成果に
応じた行政予算を執行する。
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• 民間事業者と協働し、健診データやレセプトデータ（約3万件）などのビックデータをAIで解析し、解析結果から、現在
の生活習慣が今後どのような疾病リスクを引き起こすか把握する。

• 将来的な疾病リスクを健診機関等が利用者に示し、その人に適した生活習慣改善メニューを提示する。
• ビックデータの分析により岡山市の健康課題や重点取組分野等を明らかにするとともに、これまで実施してきた保健
事業の効果測定を行いエビデンスを蓄積することで、より具体的かつ効果的な保健指導を行う。

• 医療現場にも当システムを活用し、疾病等の発症予測を明示して、疾病管理や治療方針の再検討など治療評価に
応用する。


